
創
出
す
る
た
め
の「
キ
ャ
ン
プ
場
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画
」
に
取
り
組
み
ま

す
。
さ
ら
に
、
自
然
を
生
か
し
た
素

晴
ら
し
い
観
光
地
づ
く
り
を
し
て
い

る
こ
と
を
全
国
に
発
信
し
、
観
光
交

流
客
の
増
加
を
目
指
し
ま
す
。

　
牧
之
原
市
と
合
同
で
活
動
し
て
い

る
御
前
崎
港
客
船
誘
致
協
議
会
で
も

御
前
崎
港
へ
の
客
船
寄
港
を
積
極
的

に
要
請
し
て
い
ま
す
。
秋
に
は
帆
船

「
日
本
丸
」の
初
寄
港
を
予
定
し
て
お

り
、
港
の
に
ぎ
わ
い
創
出
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　
本
市
で
生
産
・
水
揚
げ
さ
れ
る
豊

富
な
農
水
産
物
は
レ
ベ
ル
の
高
い
食

材
と
し
て
、
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
御
前
崎
ブ
ラ
ン
ド
の
特

産
品
を
、
首
都
圏
を
は
じ
め
全
国
へ

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
販
路
・
消

費
拡
大
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

道
の
駅「
風
の
マ
ル
シ
ェ
御
前

崎
」
も
オ
ー
プ
ン
か
ら
５
年
の
節
目

を
迎
え
ま
す
。
平
成
29
年
度
の
利

用
者
も
１
月
末
日
現
在
の
11
カ
月

で
17
万
１
６
６
３
人
と
昨
年
度
を

２
８
１
７
人
上
回
っ
て
い
ま
す
。
農

産
物
の
販
売
を
拡
大
す
る
と
と
も
に

交
流
人
口
の
増
加
も
目
指
し
ま
す
。

　
水
産
業
は
、
御
前
崎
港
の
冷
凍
・

加
工
施
設
な
ど
の
整
備
を
は
じ
め
、

漁
業
関
係
団
体
と
連
携
し
、
漁
港
機

能
の
利
便
性
向
上
と
水
産
業
活
性
化

を
支
援
し
ま
す
。
さ
ら
に
御
前
崎
生

か
つ
お
の
水
揚
げ
促
進
や
駿
河
湾
中

西
部
地
域
の
４
市
１
町
広
域
連
携
に

よ
る
、
水
産
業
活
性
化
へ
の
支
援
を

継
続
し
ま
す
。

　
市
内
立
地
企
業
へ
の
継
続
操
業
と

成
長
支
援
の
た
め
の「
設
備
投
資
促

進
事
業
費
補
助
金
」
を
引
き
続
き
実

施
し
ま
す
。
市
外
企
業
を
積
極
的
に

訪
問
し
て
情
報
を
提
供
し
、
市
へ
の

立
地
を
呼
び
掛
け
ま
す
。
従
来
の
企

業
優
遇
制
度
や
中
小
企
業
事
業
資
金

の
利
子
補
給
制
度
な
ど
も
継
続
し
、

既
存
企
業
の
経
営
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
電
源
地
域
と
し
て
の
優
位
性

や
御
前
崎
港
を
活
用
し
た
企
業
誘
致

を
推
進
し
、
産
業
振
興
と
働
く
場
所

の
確
保
に
努
め
ま
す
。

「
郷
土
を
愛
し
未
来
を
創
る
　

人
づ
く
り
」

　

学
校
教
育
は
、「
ス
ク
ラ
ム
教
育
」

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
積
極
的
に
推

進
し
ま
す
。
高
い
志
を
も
っ
た
子
ど

も
の
育
成
と
市
へ
の
愛
着
を
図
る
た

め
、
地
域
の
教
育
力
を
活
用
し
た

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
展
開
し
ま
す
。

　
児
童
が
安
全
で
快
適
な
環
境
で
学

校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

「
小
学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
」を
策

定
す
る
と
と
も
に
、
平
成
30
年
度
は

御
前
崎
・
白
羽
小
学
校
の
ト
イ
レ
を

洋
式
化
し
ま
す
。
浜
岡
中
学
校
校
舎

の
改
築
は
、
地
域
や
生
徒
、
保
護
者

の
皆
さ
ん
な
ど
の
声
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
着
実
に
進
め
ま
す
。

　
生
涯
学
習
の
拠
点
で
あ
る
図
書
館

は
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
情
報

提
供
と
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
が
読
書
に
親

し
み
、
感
性
豊
か
に
成
長
で
き
る
よ

う
、
子
ど
も
と
本
を
つ
な
ぐ
環
境
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
地
域
に
お
け
る
社
会
教
育
を
推
進

す
る
た
め
、
子
育
て
世
代
の
保
護
者

へ
の
家
庭
教
育
支
援
に
努
め
る
と
と

も
に
公
民
館
事
業
を
中
心
と
し
た
生

涯
学
習
を
推
進
し
ま
す
。

　
文
化
協
会
や
体
育
協
会
、
振
興
公

社
な
ど
の
団
体
と
連
携
し
、
文
化
芸

術
と
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
関
連
施
設
を
よ
り
安
全

で
快
適
に
使
え
る
よ
う
計
画
的
に
改

修
し
ま
す
。

「
市
民
と
と
も
に
経
営
す
る
　

自
律
し
た
ま
ち
」

　
平
成
28
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い

る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
は

「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
基
本
方

針
」
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
市
民
と

地
域
、
企
業
な
ど
と
一
緒
に
な
っ
て

本
市
の
魅
力
の
再
確
認
や
認
知
度
を

ア
ッ
プ
さ
せ
る
情
報
を
発
信
し
て
い

き
ま
す
。
平
成
29
年
度
ま
で
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
提
案
を
も
と
に
、

市
民
自
ら
が
実
施
す
る
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を
支
援
す
る
補
助
制
度

を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
を
採
用
し
、
移
住
者
の

視
点
か
ら
市
の
魅
力
を
掘
り
下
げ
、

情
報
発
信
な
ど
に
取
り
組
み
、
交
流

人
口
増
加
を
目
指
し
ま
す
。

　

新
た
に「
御
前
崎
市
ス
ポ
ー
ツ
振

興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
挑
戦
し
ま
す
。

本
市
の
強
み
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
環
境

を
最
大
限
に
生
か
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ブ

ラ
ン
ド
づ
く
り
に
企
業
や
市
民
、
各

種
団
体
、
県
内
大
学
と
取
り
組
み
ま

す
。
こ
れ
を
既
存
産
業
の
活
性
化
や

新
た
な
産
業
の
創
出
、
雇
用
拡
大
に

つ
な
げ
ま
す
。

　
市
立
病
院
は
、
医
師
や
医
療
従
事

者
の
慢
性
的
な
人
不
足
が
続
き
、
大

変
厳
し
い
状
況
で
す
。
市
民
の
生
命

や
健
康
を
守
る
た
め
、
安
定
し
た
医

療
の
提
供
は
必
要
不
可
欠
で
す
。
こ

の
た
め
、
平
成
29
年
度
に
創
設
し
た

「
医
師
及
び
薬
剤
師
就
業
支
度
金
」や

「
医
師
紹
介
奨
励
金
」、「
薬
剤
師
奨
学

金
制
度
」
を
周
知
し
つ
つ
、
既
存
制

度
と
合
わ
せ
て
積
極
的
に
医
療
従
事

者
確
保
に
努
め
ま
す
。

　
昨
年
11
月
に
開
業
し
た
御
前
崎
市

家
庭
医
療
セ
ン
タ
ー「
し
ろ
わ
ク
リ

ニ
ッ
ク
」
は
、
地
域
の
医
療
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
た
め
、
浜
松
医
科
大
学
や

菊
川
市
家
庭
医
療
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
、
訪
問
診
療
の
拡
充
や
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
開
始
な
ど

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
将
来

の
地
域
医
療
を
担
う
研
修
医
や
医
学

生
の
実
習
体
制
を
整
え
、
早
期
に
受

け
入
れ
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま

す
。
地
域
医
療
を
支
え
る
市
立
病
院

の
役
割
は
、
ま
す
ま
す
重
要
な
も
の

と
な
り
ま
す
。
今
後
、
よ
り
一
層
信

頼
さ
れ
る
地
域
医
療
の
構
築
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
は「
第
２
次
御
前
崎

市
総
合
計
画
」や「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
目
に
見
え

る
形
で
推
進
す
る
た
め
、
職
員
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
今
後
と
も
市
民
の
皆
さ
ま
と
力
を

合
わ
せ
、
持
続
可
能
な
ま
ち
を
目
指

す
と
と
も
に
、
本
市
の
さ
ら
な
る
発

展
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。
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